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EBSCOadmin内の Report & Statistics 機能をご利用頂くことで、セッション別、発信元の IPアドレス別、 
データベース別、最も多く検索された雑誌タイトルなどに限定して、ユーザーの利用頻度を把握することが 
できます。ここでは、基本的なデータベースの利用統計レポートの作成方法をご説明します。 
 
通常の利用統計（Standard Report）を設定する                p.1-2 
利用統計を、任意の E-mailアドレスに送信する                          p.3 
定期的に利用統計をとる Schedule Reportの設定             p.4 

 

◆ 通常の利用統計（Standard Report）を設定する ◆ 

まず、EBSCOadminにログイン後、[Report & Statistics]タブをクリックして下さい。 
利用統計[Standard Report]の設定画面に移動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、下記の項目を入力します。 

① 

③ 

④ 

② 

⑤ 

⑥

⑦

⑧
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① Select Option; 閲覧したい利用統計の種類を選択して下さい 
● Session :ログイン回数の統計 
● Session by hour：時間毎の利用統計 
● Database：ご契約されているデータベース毎の利用統計 
● Title：データベースに収録されているタイトル毎の利用統計 
● IP：登録されている IPアドレス毎の利用統計 
● Interface：使用しているインターフェイス毎の利用統計 

        （専用インターフェイスのあるデータベースをご利用の場合のみ有効です） 
 
② Level: 統計を取る範囲を選択して下さい。 
● Site‐デフォルトの設定です。 
● User Group – 登録されている Group 毎の統計を表示します。 
● Profile – 登録されている Profile毎の統計を表示します 

 
③ Period to show: 統計を閲覧したい期間を入力して下さい。 

 
④ Display by: 統計の表示を、年単位[Year]と、月単位[Month]の二種類から選択して下さい。 

 
⑤ Fields to show: 統計を取りたい項目の詳細を選択して下さい（複数選択可） 
● Sessions： EBSCOhost インターフェイス内にログインした回数 
● Average Length of Sessions：EBSCOhost インターフェイス内の平均滞在時間 (分） 
● Searches ：個々のデータベースで検索をした回数 
● Total Full Text Requests ：HTML, PDFの全文を開いた合計回数 
● PDF Full Text Requests ：PDF形式のフルテキストを参照した回数 
● HTML Full Text Requests ：HTML形式のフルテキストを参照した回数 
● Image/Video Requests  ；データベースで画像／動画を検索した回数 

                              (※データベースによって、ご利用可能です) 
● SmartLink Requests   ；EBSCOhostから、ご契約の電子ジャーナル・EBSCOhostの他の 

全文データベースなどへアクセスした回数 
● CustomLink Requests   ；OPACやWebccatなどへアクセスした回数 
● Abstract Requests  ：抄録情報を開いた回数 

 
⑥ Sort Report by: 選択した項目の利用が多い順に、統計を表示します。 

※複数のデータベースを選択している場合に有効です。 
 
⑦ Format: 統計のフォーマットを、[HTML]、 [Comma Delimited (Excel ファイル)]、[Tab Delimited 

(テキストファイル)]の中から選択して下さい。 
 
⑧ Lines Per Page: 1ページあたりに表示する列数を選択します。 

 
以上の 8項目を入力後、[Show Report]ボタンをクリックして下さい。利用統計が表示されます。 
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◆ 利用統計を任意のE-mailアドレスに送信する ◆ 

 “Standard Report”の必須項目を全て入力後、[E-mail Report]ボタンをクリックして下さい。 
 
 

 
 

E-mailの送信設定画面(下図)に切り替わります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ E-mail Address: 利用統計を送信したいメールアドレスを入力して下さい。 
■ Report Name: 任意の件名を入力して下さい。日本語の入力はできませんので、ご注意下さい。 

（デフォルトでは”Session Usage Report”になっています） 
■ Output Format: 統計を添付するフォーマットを、[HTML]、 [Comma Delimited (Excel ファイル)]、 

[Tab Delimited(テキストファイル)]の中から選択して下さい。 
 
 以上の項目を入力し、[Submit]ボタンをクリックして下さい。 
入力したアドレスに、利用統計のメールが送信されます。 

 

◆ 定期的に利用統計を取る－Schedule Reportの設定 ◆ 

■ “Standard Report”の必須項目を全て入力後、[Schedule Report]ボタンをクリックして下さい。 
 
 
 
 
詳細設定画面(次ページ)に切り替わります。 
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① E-mail Adress: 利用統計を送信したいメールアドレスを入力して下さい。 
 
② Report Name：任意の件名を入力して下さい。 

（デフォルトでは”Session Usage Report”になっています） 
日本語の入力はできませんので、ご注意下さい。 

 
③ Output Format：添付する統計のフォーマットを、[HTML]、 [Comma Delimited (Excel ファイル)]、 
        [Tab Delimited(テキストファイル)]の中から選択して下さい。 

 
④ Report Frequency：統計を送信する頻度を選択して下さい。 
              ● Once, on this date :任意の日付に一度だけ送信します。  

配信を希望する日付を、月（mm）/日(dd)/年(yy)の形式で 
入力して下さい。 
 

● Every：任意の間隔で利用統計を送信します。 
Month(s) starting from:のボックスに、配信を開始したい日付を入力して下さい。 

 
⑤ Number of Rows：利用統計の表示範囲を選択します 
           Include complete report:完全な形で利用統計を送信します。 
             Include first – rows: 指定の範囲（列数）のみ表示します。 
 
上記の項目を全て入力した後、”Submit” ボタンをクリックして下さい。 
 
※ ここで設定した Scheduled Report は、View/Edit Scheduled Report画面で、確認/再編集 
することが可能です。各レポートの名称をクリックすることで、編集画面にジャンプします。 

 
 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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【編集画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この画面で編集が可能な項目は、Output Format / E-mail Address / Report Nameのみです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

EBSCO Publishing Japan（エブスコ） 
〒166-0003 東京都杉並区高円寺南 4-5-7 高円寺カーネルビル 2F 
TEL: 03-5377-6377  FAX: 03-5377-6379 
E-mail: ebscohost@ebsco.co.jp 
Web: http://www.ebscohost.com（英語）http://www.ebsco.co.jp (日本語) 

お問い合わせは下記まで 


